
社会福祉法人神港園第三者委員会議事録 
 
日時：  令和 4 年 4月 21 日（木）１４：００～１６：４５ 
場所：  しあわせの村 たんぽぽの家 2 階セミナー室１ 
出席者： 堀江利典委員 石山靖男委員 田村喜美子委員 

髙谷雅子理事長  髙谷明常務理事 久保副施設長 太田副施設長  
 吉川施設長 鷲尾副施設長 亀岡副施設長 金谷施設長 山谷部長 坂尻 

 
１． 施設報告（苦情・重要な要望・虐待疑いの事例） 
各拠点より苦情・要望・事故・虐待の疑いの醸成報告と個別の事例報告を行う。 

内容別添。 
２． 特別報告 
（サニーライフ白川） 太田副施設長 

① 温罨法用のホットパックが腹部にあてられたままで低温火傷になったケース 
午後の入浴直前に、午前中に実施した温罨法用のホットパックが本人の腹部にあてられたままで、腹部

に発赤が見られ低温火傷になった。家族から、「事故の経緯や責任の所在を明確にした報告書の作成」お
よび「皮膚科受診」を求められた。同利用者は昨年、令和 3 年 3 月に骨折事故があり、骨折に関する調
査・報告・再発防止策について本人・家族との話し合いが終わっていない状況の中での、同年 8 月の事故
であった。事業者として責任の重大さを痛感しての対応を行った。相談員よる報告。施設幹部による面談
を行い、話し合いにより妥結した。 

② 骨折後に入院先でご逝去されたケース 
令和 3 年 3 月、ショートステイ利用中に転倒、左大腿骨警部骨折をし、入院、手術、リハビリを受け

ていたが、同年 6 月、病院にて誤嚥性肺炎で亡くなられる。7月にショートステイ相談員が交代し、事故
後の対応が全くできていなかったことが判明し、家族より「骨折後に当時の相談員から何の連絡もなか
った。また、同じ施設のデイサービスに通っている母親にも一言もなかった。」と苦情があった。「直接の
死因は誤嚥性肺炎であるが、病院の医師からは骨折が原因で亡くなった。」と言われ慰謝料等支払ったが、
家族からは「お金の話ではなく、事故後，家族に対しての対応が腹立たしい。」と言われた。 

【委員より】 
相談員の最初の対応はどうだったのか。報連相はできていたのか。体制はどうだったのか。信頼関係が

あれば少々何事があってもこのようなことにはならなかったのではないか。事は重大でありここでは議
論することはできないが、時間を取り検討する必要がある等の意見有り。 

 
（さん舞子神港園） 吉川施設長 
介護職員によるショートステイ利用者への傷害事件について 
夜勤の介護職員が、センサーに基づき利用者の部屋を訪問。センサー対応にて夜間数回訪室し、最後に

利用者と言い合いになり、介護職員が巡室時に持っていた懐中電灯で頭部に傷を負わせる事態が発生。
「傷害疑い」で逮捕された。介護職員の逮捕と言うことでマスコミ報道に至った。 



 今後の防止策として、施設内でアンケートや聞き取りをしたが、同様の事故の防止のためには認知症
への対応力向上が必須で、これは法人全職員で取り組んで行かないといけないと考える。 
【委員より】 
全職員に対するメッセージを出したかどうか等質問あり。事故に対する職員のショックは大きいが、あ

る意味でのチャンスであり、意識してハートフルなメッセージを発信されるようにしてほしい。ストレ
スはキーワードであり、ストレスが爆発したようなケースか。善良な介護士がこのような事件を起こす
ことになったのは、人事の採用の問題なのか、法人は法人として、リーダーはリーダーとして、施設長は
施設長の責任がある。皆がそれぞれの問題として捉えなくてはならない等の意見がある。 
 一般論として、その職員の平素の状況はどうだったのか。本人の処分を議論するのは、本日の報告の内
容では解らない。認知症の利用者に対しての対応については、しあわせの家は認知症対応の施設であり、
報告では西区のシルビアホームは９０％以上が認知症の利用者である。そう言う状況での中で、認知症
の研修の話が出るのは今までの法人の研修の在り方はどうだったのかと問われる。 
 また、別の委員より、介護職・ケアマネジャーの経験があるが、神港園のOB として今回の事件を聞き
ショックであった。法人の理念である「黄金律（自分がしてほしいと思うことを人にしてさしあげましょ
う）」があるが、ストレスだけでは済ませて頂きたくない。家族が「その職員に一生、この仕事をさせな
いでほしい。」と言う気持ちは理解できる。 
 →行政（神戸市）の指導に従い調査を継続しており、新たに虐待が疑われるようなことはないが、施設
を信頼して利用して頂いている利用者・家族及び関係各所の期待に反する事態が発生したことを改めて
お詫びする。 
 
３． その他の意見 
 作成資料の中で、事故の報告でやけどがあったのに、資料では 0 となっている。毎年伝えているのに
数字の信憑性に欠ける。気を付けて貰いたい。 
→神戸市への報告数（受診するとカウントする）を添付資料にしているので、やけどのカウントが抜け

ている。受診したのにカウントされていない理由を確認する。精度を上げて行く。 
 職員のコロナ休業の報告があったが、認知症対応型の施設である「しあわせの家」の骨折件数が多かっ
たことに関して原因の根底に何があるのか。施設には委員会や部会があるが、幹部との普段からのコミ
ュニケーションは、労務管理はどうだったのか。兼務が増えて来ており組織の在り方、日常の管理体制は
どうなのか。今回の問題を契機に考えて頂きたい。 
 法人として、本部としての政策はどうなのか。 
黄金律も立派であるが、縛りになっていないか。介護のプロとはどういうことなのか。プロとしてのケ

アができておれば良いのではないか。ハートはともかく、ロボットには心は無いが、完璧なケアをするか
もしれない。「ケアをするマインドハートは大事だが、ケアのプロであればいい」と考えるのはどうか。 
→理事長より、そこは譲れない。神港園の理念である「黄金律」は人間の基本であり、介護と言うもの

は、人によって対応を変えることが必要である。それがロボットではできないと説明する 
ケアプランは介護者が変わっても同じケアを提供できると言うのが基本であり、手順やマニュアルを

守ってケアを提供するようにしていく。 
 


